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①
職
員
給
与
②
定

数
の
見
直
し
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
は
。

　
①
16
年
度
、
一
律

５
％
給
与
削
減
を
実

施
、今
後
の
地
方
財
政

へ
の
影
響
、
他
団
体
の

対
応
状
況
を
踏
ま
え

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

②
職
員
定
数
は
、市
制
施

行
に
向
け
、
28
年
度
の

５
年
間
で
17
人
を
増

員
す
る
予
定
で
す
。 

　
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
状
況
と
今
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
。

　
時
間
外
勤
務
は
、

業
務
の
状
況
に
よ
り
所
属

長
が
時
間
外
命
令
を
出

し
て
お
り
ま
す
。

　
22
年
度
の
年
間
時
間
が

最
も
多
い
職
員
は
、８
５
８

時
間
、
月
平
均
71
時
間
、

金
額
で
２
７
９
万
３
千
円
、

全
職
員
平
均
は
、１
７
１

時
間
、
月
14
時
間
、
年

間
約
39
万
６
千
円
、
月

３
万
３
千
円
、
月
平
均
で

時
間
外
の
多
い
課
は
、
情

報
シ
ス
テ
ム
課
、
水
道
経

営
課
、
商
工
観
光
課
、
防

災
防
犯
課
、
財
務
課
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
時
間
外
勤
務
手
当
の

最
高
、
時
間
外
手
当
単

価
は
、３
千
３
７
４
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
適
正
人
事

に
つ
い
て
は
。

　
各
課
長
が
職
員
の

勤
務
状
況
を
服
務
規
定

に
よ
り
管
理
し
て
お
り
、

勤
務
態
度
に
問
題
の
職

員
は
い
ま
せ
ん
。
休
職
者

２
名
、
病
気
休
暇
３
名
お

り
、
今
後
更
に
適
正
な
人

事
配
置
を
行
い
職
員
個
々

の
能
力
向
上
の
研
修
、
健

康
維
持
、
負
担
の
軽
減
、

時
間
外
時
間
数
の
削
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト

化
の
見
直
し
は
。

　
本
村
で
は
、
11
年

に
係
長
、
14
年
に
課
長
補

佐
を
廃
止
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
事
務
事
業

の
進
行
管
理
の
た
め
、
21

年
４
月
、
総
括
主
査
を
新

設
、
24
年
度
、
総
括
主
査

の
役
割
を
見
直
し
、
旧
係

長
、
課
長
補
佐
の
両
者
を

兼
ね
た
職
務
に
見
直
し
を

し
ま
す
。

　
市
制
移
行
後
の
財

政
運
営
の
考
え
方
は
。

　
市
制
後
を
踏
ま
え

計
画
を
順
次
策
定
し「
住

民
福
祉
の
向
上
」、「
収
支

の
均
等
」、「
将
来
負
担
の

適
正
化
」を
図
り
、
自
立

し
て
継
続
可
能
な
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る（
仮
称
）
交
流
拠
点

複
合
施
設
整
備
、（
仮
称
）

滝
沢
小
学
校
施
設
整
備
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
事
業
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

①
各
事
業
費
の
見
込
み

額
は
。

②
３
事
業
を
行
っ
た
場
合

の
村
債
の
長
期
的
な

予
測
は
。

③
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
る

費
用
対
効
果
は

 

　
①
交
流
拠
点
複
合

施
設
整
備
事
業
は
、用

地
費
、
造
成
工
事
費
、

設
計
費
等
を
合
わ
せ
、

交
流
拠
点
複
合
施
設

が
約
30
億
円
、産
業
雇

用
創
造
セ
ン
タ
ー
が
約

３
億
４
千
万
円
、
消
防

屯
所
が
約
１
億
円
の

見
込
み
で
す
。
新
設
小

学
校
整
備
事
業
費
は
、

全
体
で
約
27
億
円
の

見
込
み
で
す
。
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
事
業
費
は
、最
大

で
10
億
円
程
度
の
見

込
み
で
す
。

②
一
般
会
計
の
村
債
残

高
は
、
23
年
度
末
で

約
１
４
０
億
円
で
す
。

３
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
村
債
残
高

は
24
年
度
以
降
増
加

し
、
28
年
度
末
に
は
約

１
６
３
億
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。
公
債
費

の
償
還
は
、
今
後
年
間

12
億
円
程
度
の
元
金

の
償
還
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

発
行
し
、適
切
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

③
本
村
の
重
要
な
幹
線

道
路
と
な
っ
て
い
る
国

道
４
号
、主
要
地
方
道

盛
岡
環
状
線
は
、通
勤

通
学
時
に
激
し
い
渋

滞
が
発
生
す
る
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
整
備
す
る
こ
と
で

広
域
的
移
動
の
利
便

性
の
向
上
と
交
通
分

散
に
よ
る
渋
滞
緩
和

が
図
ら
れ
、交
通
事
故

の
減
少
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
救
急
搬
送
の
時
間

短
縮
、物
流
時
間
の
短

縮
に
よ
る
地
域
経
済

活
動
の
活
性
な
ど
、地

域
の
医
療
や
産
業
振

興
へ
の
普
及
効
果
が
得

ら
れ
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

・
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い

て

問

問

問問

問

問

答

答答

答

答答

行
政
改
革
・

　
　
時
間
外
手
当
の
実
態
は

今
後
建
設
予
定
の
大
型

3
事
業
の
事
業
費
見
込
み
は

今
後
も

　
　
時
間
外
手
当
削
減
に
努
力

3
事
業
費
合
わ
せ
て

　
約
71
億
4
千
万
円
の
見
込
み

工藤　勝則 議員

柳村　一 議員

一新会

そ
の
他
の
質
問
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村
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
施
策（
公
共
、
学

校
、
民
間
、
個
人
）は
。

　
本
村
の
直
腸
機
能

障
害
や
膀
胱
機
能
障
害

に
よ
る
身
体
障
害
者
手

帳
所
持
者
は
、
76
人
で
あ

り
、ス
ト
マ
装
具
の
給
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
の

施
行
に
よ
り
、
役
場
庁
舎

１
階
ト
イ
レ
と
巣
子
駅
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
公
共
施
設
の

新
築
、
改
修
時
に
は
、
多

目
的
ト
イ
レ
と
し
て
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　
災
害
弱
者
の
災
害

時
の
対
応
に
つ
い
て 

  

　
災
害
弱
者
と
い
わ

れ
る
介
助
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
、
妊
婦
、
障
害

者
に
対
し
、
災
害
の
程
度

や
状
況
を
踏
ま
え
、
緊
急

性
に
応
じ
た
情
報
の
提
供

と
、
特
段
の
配
慮
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用

の
洗
浄
器
具
の
貸
し
出
し

に
つ
い
て
。

　
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
洗
浄
器
具
は
、
現
在
、

国
が
示
し
て
い
る
日
常
生

活
用
具
の
給
付
、
貸
与
の

品
目
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、ま
た
、家
庭
用
で
あ
っ

て
も
設
置
工
事
を
伴
い
、

設
置
期
間
も
長
期
と
な
る

こ
と
か
ら
貸
し
出
し
に
は

適
さ
な
い
と
考
え
ま
す
。

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
癌
や
炎
症

疾
患
な
ど
の
治
療
の
た
め
、
肛

門
・
膀
胱
を
切
除
し
腹
壁
に
人

工
肛
門
・
人
口
膀
胱
を
つ
け
た

方
を
言
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
の
収

納
対
策
に
つ
い
て
。

　「
23
年
度
に
お
け

る
子
供
手
当
の
支
給
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
収
納
対
策
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
保
護
者
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、子
供
手
当
制

度
が
流
動
的
で
あ
り
、
保

護
者
の
方
々
に
混
乱
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
滞

納
額
が
あ
る
場
合
の
み
子

供
手
当
よ
り
天
引
き
徴

収
し
ま
す
。

問

問問

問

答

答

答

答

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

　
　
　
　
　
施
策
に
つ
い
て

村
と
し
て
総
合
的
に

　
　
　
　
　
　
判
断
し
ま
す

武田　哲 議員
しののめ会

▲富山県上市町HPより引用
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滝
沢
村
の
市
制
移
行
推
進
に
関
す
る
決
議

可決

斉
藤
健
二 

他
18
名

滝
沢
村
議
会

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、地
方
分
権
の
流
れ
が
加
速
し
、基
礎
自
治

体
の
役
割
が「
市
」を
中
心
に
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
特
に
も
住
民
福
祉
の
向
上
を
責
務
と
す
る
行
政
は
、こ
の
流
れ
に
呼
応
し
継
続

的
か
つ
安
定
的
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、超
高
齢
社
会
を
む
か
え
る
本
村
は
財
政
基
盤
の
衰
退
と
そ
れ

に
起
因
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
滝
沢
村
議
会
で
は
、平
成
23
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
市
制
度
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、市
と
町
村
の
違
い
、市
制
移
行
の
必
要
性
等
、ま
た
既
に
市
制

移
行
し
た
先
例
自
治
体
や
現
在
市
制
移
行
を
目
指
し
て
い
る
自
治
体
の
調
査
等

を
実
施
し
て
き
た
。

　
そ
の
調
査
の
結
果
、「
市
制
移
行
が
滝
沢
の
進
む
べ
き
方
向
で
あ
る
と
の
考
え

に
至
っ
た
」と
報
告
し
た
。

　
現
在
、行
政
は
更
な
る
住
民
へ
の
理
解
を
進
め
て
お
り
、自
治
会
連
合
会
の
声

明
、滝
沢
村
商
工
会
か
ら
の
支
援
な
ど
多
方
面
に
お
い
て
協
力
体
制
と
機
運
の
醸

成
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、県
知
事
、県
議
会
議
長
へ
の
支
援
要
請
や
県
議
会
で
の
知
事
答
弁
等
に

お
い
て
、県
条
例
の
改
正
を
含
め
た
回
答
が
あ
る
な
ど
、周
り
の
環
境
も
整
い
つ

つ
あ
る
。

　
滝
沢
村
議
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
流
れ
に
鑑
み
、市
制
移
行
に
向
か
う
べ
き
と

の
考
え
の
も
と
、平
成
26
年
１
月
の
新
市
誕
生
に
向
け
、
住
民
、
行
政
、
議
会
が

手
を
携
え
、住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
こ
こ
に
決
議
す
る
。




